
大牟田市立吉野小学校 

  
 

１ 学習に取り組んでいる主な分野 

☑生物多様性 □海洋 ☑防災・減災 ☑気候変動 

□エネルギー ☑環境 □文化多様性 ☑世界遺産・文化財 

☑国際理解 □平和 □人権 □ジェンダー平等 

☑福祉 □生産と消費 □その他（             ） 

 

２ ユネスコスクールとしての活動の概要 

本校では、生活科・総合的な学習の時間を中心に、

学習のテーマを「環境」「郷土・国際理解」「生命」

に重点化して持続可能な開発のための教育（ＥＳ

Ｄ）に取り組んできた。持続可能な社会づくりに必

要な能力や態度を「問題解決力」「伝え合う力」「関

わる力」「行動力」に整理するとともに、発達段階

ごとに具体化して授業づくりに生かしてきた。 

ＥＳＤでめざす能力や態度を育むために、子ども

たちが思考力を大いに発揮し、コミュニケーション

の活性化を図って課題追究できるように、子どもた

ちの主体的・協働的な学びを大切にした体験的活動

を位置付けた工夫した学習を展開している。  

 

３ 特徴的な活動事例の紹介 

○ 「郷土・国際理解」に係わる活動 

５年生「吉野小桜プロジェクト」では、吉野小

のシンボルである桜に対する先輩や地域の方々

の思い・願い、そして現在の桜の状態について取

材・調査、観察をした。その活動を通して、自分

の考えをつくり、地域に多様な方法で発信した

り、友達や地域の方々と協働して桜を通した町

づくりについて考えて「桜ウォーキング」でどの

ようなことをしたらよいのかを考えたりした。

地域に誇りをもち、地域の今やこれからについ

て考え、地域に貢献したいという思いをもつこ

とができるようにした。  



○ 「環境」に係わる活動 

４年生の「生き生きビオトープ大作戦」では、

ビオトープの管理人として、自分たちにできる

ことを考え、友達や地域の方々と協働で黒メダ

カなどの日本固有種を守り育てていく活動を行

った。これらを通して、吉野小のビオトープやそ

の周辺を“自然の中の命のつながりの場所”とし

て守り育てていきたいという思いをもち、生物

多様性の意味やそのすばらしさを知ることがで

きるようにした。また、５年生で白銀川の調査を

して自分たちにできることを考え、５校合同サ

ミットへと学習展開を広げた。  

○ 「いのち・人権」に係わる活動 

６年生「つなごう吉野・大牟田の宝」では、地

域の方々の思いや願いを聞き、自分たちにでき

る活動を地域の方と行い、未来の吉野校区に希

望を持ち郷土愛を深めることができるようにし

た。また３年生では「人にやさしい吉野の町」と

して、地域のよさを福祉の視点から見る活動を

行った。そのことにより、自分たちなりに、人に

やさしくできることを考え行動し、地域の一員

として頑張っていこうとする態度を育むことが

できるようにした。  

 

３ 今後の活動計画 

学校教育目標を「持続可能な社会づくりを担う、心豊かでたくましい吉野の子どもの育

成」とし、学校全体で取り組む。そのために、 

①授業づくりについて 

子どもたちの主体的・対話的で深い学びを促していくとともに、主題研究においては、

ＥＳＤを主題として取り組む。 

②教科等の関連の充実 

 ストーリーマップ（学習指導計画）の見直し・改善を常時継続的に行い、より総合的・

横断的な学習となるようにカリキュラム編成を工夫する。その際、特に生活科・総合的な

学習の時間と各教科・領域等との関連を内容面と方法面から、そのつながりを明らかにする。 

③ＥＳＤの活動の広がり 

 子どもたちが主体となる学習の場を保証する。また、発信する・行動する場を設定する。 

④職員室のＥＳＤ   

常に欲しい情報に対して、意見交換ができるようにする。 

 


